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▲溶融亜鉛め っきされた工場建屋

大阪 に建 設 された この工場は，鉄骨

か らボル ト・ナ ッ トまですべてに溶

融亜鉛め っきされています。

＜マイクロウェーブ鉄塔

神戸のポ ー トアイラ ン ドにあ るこの

鉄塔は，高 さ100mで ，570ト ンの鋼

材が用 いてあ りますが，メ ンテナン

スフ リーのため，溶融亜鉛め っきさ

れ ています。



溶融亜鉛めっきのJlS改 正

JISH8641（ 溶 融亜鉛め っ き）が昭和57年11月1日 付 で改正公 示 され ま したので，改正 された主 な点 につ いて説

明 します。

〔旧 規 格〕

種類 記 号
付 着 量

（9／mヨ ）

硫 酸 銅

試験回数

1種
A HDZA 一 4回 以上

B HD⑦B 一 5回 以上

2種

35 HDZ35 350以 上 一

40 HDZ40 400以 上 一

45 HDZ45 450以 上
一

50 HDZ50 500以 上 一

55 HDZ55 550以 上 一

3種

35A HDZ35A 350以 上 4回 以上

40A HDZ40A 400以 上 4回 以上

40B HDZ40B 400以 上 5回 以上

45B HDZ45B 450以 上 5回 以上

50B HDZ50B 500以 上 5回 以上

55C HDZ55C 550以 上 6回 以上

⇒

〔新 規 格〕

種類 記 号 付 着 里
（9／ ㎡）

旦1 硫 酸 銅

試験回数
適 用 例 （参 考）

1種

HDZA 4回 厚 さ5㎜ 以下 の鋼材 ・鋼 製品，鋼 管類， 径12㎜ 以上 の
ボル ト ・ナ ッ トお よび厚 さ2．3㎜ を超 え る座 金類

HDZB 5回 厚さ5㎜ を超える鋼材 ・鋼製品，鋼管類および鋳鍛造
品類

2種

HDZ35 350以 上
厚 さ1㎜ 以上2㎜ 以 下の鋼 材 ・鋼 製品 ，径12㎜ 以 上の

ボル ト ・ナ ッ トお よび厚 さ2．3皿 を超 え る座 金類

HDZ40 400以 上
厚さ2㎜ を超え3㎜ 以下の鋼材 ・鋼製品および鋳鍛造
品類

HDZ45 450以 上
厚さ3皿mを超え5㎜ 以下の鋼材 ・鋼製品および鋳鍛造
品類

一

HDZ50 500以 上 厚さ5mmを 超える鋼材 ・鋼製品および鋳鍛造品類

HDZ55 550以 上
苛酷な腐食環境下で使用 される鋼材 ・鋼製品および鋳
鍛造品類

1． 種類

旧規格 は3種 類に大別されていましたが，新規格は1

種 と2種 の2種 類とな りました。1種 は硫酸銅試験回数

を規定し，2種 は単位面積当 りの最小付着量 を規定 した

ものです。なお，3種 を削除した理由は次の通 りです。

（1）溶融亜鉛めっきの 目的である腐食性，すなわち寿命

は付着量 と比例関係にあ り， この付着量 を測定する

には，2種 で規定 している付着量試験法が最 も適 し

ている。

（2）硫酸銅試験で付着量を推定出来るのは，材質，寸法，

形状の同じもの を同一条件でめっきし，すでに浸漬

回数 と付着量の関連が既知の場合に限るとい う限定

された条件下のみである。

（3＞付着量が規格値 を満足 していると，対応する硫酸銅

試験は100％ 合格する。

2． 規格の適用例

旧規格は適用例がなかったので，めっき素材の厚さに

関係な く規格が決定されていました。今回の改正では，

規格値に対応するめっき素材の厚 さを参考 として明示 し

ております。 しか し，実用面では薄い素材が苛酷な環境

下で使用されることも多いと考 えられるところから，規

格の決定にさいしては，事前に当事者間で協議すること

が必要です。

3． 硫酸銅試験

旧規格では品質項 目として「均一性」を規定し，その試験

方法 として，硫酸銅試験 を適用 してお りましたが， この

試験は最小のめっき厚さを測定する方法で，最小部 と最

大部 との差を測定する方法ではないことから，均一性 と

いう表現はやめて，「硫酸銅試験」と表現することに改正 さ

れてお ります。

4． 密 着性 試験

旧規格 では 「め っ きは素 地 とよ く密着 し，使 用 に あた

って は， じゅうぶん に耐 えるこ とが で きるもの でなけれ

ばな らない」 とし， さ らに， 「ハ ンマ試験に よる場 合 は

……」 と併記 され て います。

新 規格 では この 「ハ ンマ試験 によ る場合 は… …」 以下

の規定 を削除 し，ハ ンマ試験， 曲げ試験な どの適 用は 当

事 者間 の事前協議 事項 とし，適用 の条件 として，解 説 で

はめ っ き後 曲げ加工 を施 した り，板 ばねの よ うに繰 り返

し応 力が加 え られ るめ っ き製 品な どで， 皮膜の密着性 を

確 認す る必要 が ある場合 としてお ります。

したが って， 規格本文 ではISO規 格 を参考 として，

「め っ き皮膜は素地 とよ く密着 し
，通 常の取扱 いで剥 離

や亀裂 を生 じな い ものでなけれ ばな らない」 と規 定 され

ま した。

編集 ：亜鉛めっき鋼構造物研究会 委員長 坂本 望

〔構成団体〕

日本鉛亜鉛需要研究会 〔事務局〕

社団法人 鋼 材 倶 楽 部

社団法人 日本溶融亜鉛鍍金協会

〒100東 京都千代田区内幸町1－3－6新 日比谷ビル

〒103東 京都 中央区日本橋茅場町3－2－10鉄鋼 会館

〒105東 京都港区虎ノ門2－6－7和 孝第10ビ ル

ffO3－591－0812

岱03－669－4811

⑪03－503－6485

鋼構 造物 の溶融亜鉛 め っ きにつ いての ご照会 は， 上記 団体 にお問 い合 わせ 下 さい。

また，「鋼 構造物 の溶融亜鉛 めっ きQ＆A」 ハ ン ドブ ッ クを発行 して います ので，あわせ てご利用 くだ さい。


